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FY2024 振り返り

1. 新カテゴリ
 “Portable Creative”の導入

2. 継続的なOEM顧客への
テクノロジー支援

3. デジタルインクを使った
サービス体験の提供開始

4. 将来への成長投資実施

ブランド製品事業再成長のkeyとなる
Portable Creative(モバイル用途)の立ち上げ

リモート
ソリューション

サービス

作品と作家
を紐づける
サービス

探求型学び
サービス

各OEMの「AI PC」「AIスマホ」を支える
ワコムテクノロジー

売上高

1,156.8億円
（FY2023比 △31.1億円）

営業利益

102.1億円
（FY2023比 ＋31.5億円）

AI, IoT, 医療DX等の分野における成長投資を実施 
(詳細はChapter 4の説明ページで詳述)

事業構造改革
実施(次頁)
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Chapter 3振り返り 全社組織及びブランド製品事業構造改革の結果
2024年10月30日付公表 
決算説明資料より引用 

地域組織のビジネスモデルを変更
- 商品のBuy-Sell機能を日本に集約*1

- コミュニティ連携と市場開発に集中

全社共通のWacom Platform開発
- ハード/ソフト/サービス/UIの統合開発
- 開発リソースの大部分をHW拠点に集約*2

全社オペレーション軽量化
- ブランド製品事業の構造改革に伴う

   関連システム見直し/資産の軽量化

新ポートフォリオの立ち上げ
- Portable Creativeカテゴリの拡大展開
- ボリュームゾーンのてこ入れ

ワコム全体の15%-20%に当たる人員
ポジション閉鎖及び運営費用見直し

20億円以上の費用削減プランを

25年3月期中に実施予定

26年3月期
セグメント利益

黒字化
及び

Wacom 

Chapter4
での成長

売上/粗利増
Chapter 4期間

組織規模
最適化/

関連費用
最適化

全社組織/ブランド製品事業
構造改革

具体的な取り組み

*1と*2: 一部除く 3
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ブランド事業低迷の構造的要因

ラインナップ課題 1
iPadの浸食

ラインナップ課題 2
エントリー領域での価格ギャップ

オペレーション課題
複雑な販路構成による非効率発生

販売/マーケティング課題
価値訴求が各地域でバラバラ

市場状況課題
一部市場が冷え込んだまま(中国市場等)

新カテゴリの拡張
“Portable Creative”カテゴリの

拡張によりモバイルユーザー獲得

エントリー領域をてこ入れ強化
価格/性能/体験のバランス最適化

販路のシンプル化/効率化
販路のシンプル化 / 一部地域を

日本からの直売モデルに変更し、効率化を図る

日本集約/価値訴求アップデート
マーケティング企画機能を技術開発に近接する
日本に集約し、価値訴求の方針を統合改編する

サービスによる付加価値提供
Wacom Bridge(リモートソリューション)や

Wacom Yuify(IP保護)によるCreative体験の強化

コミュニティ連携の更なる強化
新しいCreative Workflowを共創する 
ex.Blender連携 (オープンソース市場)

ACS設立アニメーション市場での技術連携

再成長への方策

事業構造
改革

技術改革

26年3月期
セグメント利益

黒字化
及び

Wacom 

Chapter4
での成長

FY2024 vs FY2028(計画)
売上: 113億円増額
セグ利益 : 41億円増額

Chapter 3振り返り ブランド製品事業構造改革による再成長
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FY2024（2025年3月期）決算 数値編
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FY2024（2025年3月期）決算のポイント
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業 績
売上高 1,156.8億円
（FY2023比 △31.1億円）

営業利益 102.1億円
（FY2023比 ＋31.5億円）

資本効率
ROE 15.6%

（FY2023比 ＋3.7ポイント）

ROIC 16.3％
（FY2023比 ＋5.7ポイント）

将来の成長に向けた投資
R&D＋設備投資 101億円

技術資本提携 10.2億円
（投資分野：AI、IoT他 ）

株主還元
増配（年間20円→年間22円）

自己株式の取得 75億円
（Wacom Chapter 3期間 累計 200億円）

FY2021 2022年3月期、FY2022 2023年3月期

FY2023 2024年3月期、FY2024 2025年3月期



売上高：1,156.8億円（FY2023比 △31.1億円）

営業利益：102.1億円（FY2023比 ＋31.5億円）
⚫ テクノロジーソリューション事業：EMRが好調で大幅増益

⚫ ブランド製品事業：事業構造改革に伴う固定費の削減効果等により赤字縮小
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FY2023 FY2024 増減

売上高 1,188.0 1,156.8 △31.1

営業利益 70.6 102.1 31.5

営業利益率 5.9% 8.8% 2.9%

経常利益 98.5 103.9 5.4

当期純利益 45.6 52.2 6.6

FY2023 FY2024 増減

テクノロジー
 ソリューション事業

164.8 185.0 20.1

ブランド製品事業 △45.2 △ 28.8 16.4

調整額 △49.0 △ 54.1 △5.0

合計 70.6 102.1 31.5

連結P/L（億円） 営業利益のセグメント別内訳（億円）
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FY2021 2022年3月期、FY2022 2023年3月期

FY2023 2024年3月期、FY2024 2025年3月期
決算概況（FY2024）

FY2021 2022年3月期、FY2022 2023年3月期

FY2023 2024年3月期、FY2024 2025年3月期



セグメント別業績推移（Chapter 3期間）
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ブランド製品事業 テクノロジーソリューション事業

⚫ テクノロジーソリューション事業は堅調でコロナ禍期間中も安定成長を維持

⚫ ブランド製品事業はコロナ禍による巣ごもり需要による特需的な黒字から赤字に転落

⚫ Chapter 3 後半はブランド製品事業の事業構造改革に注力
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テクノロジーソリューション事業は安定成長（億円）
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ブランド製品事業は赤字転落

FY2021 2022年3月期、FY2022 2023年3月期

FY2023 2024年3月期、FY2024 2025年3月期



ブランド製品事業の事業構造改革

-28.8

18.5
3.3

7.2
2.8 3.0

FY2024 人員削減 オフィス
規模縮小

システム
費用削減

売上増 他 FY2025
-40
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10

増加 減少 合計

⚫ 事業構造改革による固定費の削減により赤字は解消、FY2025は3億円の黒字を見込む

⚫ FY2024で事業構造改革に伴う特別損失 31億円を計上（FY2025以降、多額の特別損失の計
上は発生しない見込み）
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t

事業構造改革による固定費削減 ＋29億円（億円）
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FY2021 2022年3月期、FY2022 2023年3月期

FY2023 2024年3月期、FY2024 2025年3月期

FY2025 2026年3月期



⚫ ブランド製品事業の業績悪化により、FY2022は大きく悪化したが、その後は回復傾向

⚫ 引き続き収益性・効率性の向上に努める方針
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FY2021 2022年3月期、FY2022 2023年3月期

FY2023 2024年3月期、FY2024 2025年3月期
ROE・ROICの推移（Chapter 3期間）
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総資産 純資産 自己資本比率

⚫ 総資産は概ね横ばいで推移

⚫ 純資産は安定配当と大規模な自己株式の取得等、積極的な株主還元により減少

⚫ 結果として自己資本比率は、FY2021 59.3% → FY2024 43.6%に低下
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（億円）
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FY2021 2022年3月期、FY2022 2023年3月期

FY2023 2024年3月期、FY2024 2025年3月期
財政状態（Chapter 3期間）
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（配当額＋自己株式の取得）

配当額 自己株式の取得
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一株当たりの年間配当（円）

⚫ ブランド製品事業は事業構造改革により来期黒字化の見込み

⚫ 今後も安定的な収益が見込まれることから、年間配当を20円から22円に増配

⚫ 引き続き安定配当＋機動的な自己株式の取得により、安定的・継続的な株主還元を実施
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増配 （億円）
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FY2021 2022年3月期、FY2022 2023年3月期

FY2023 2024年3月期、FY2024 2025年3月期
株主還元



⚫ 競争力の源泉となる独自技術開発のための継続的なR&D支出を維持

⚫ 事業ドメイン拡大、新技術獲得のための技術・資本提携を推進
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R&D＋設備投資
（億円）

主な技術・資本提携
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R&D 設備投資

Wacom × AI
⚫ 教育・医療を含む様々な分野において革新

的な体験を開発・提供

Wacom × 医療DX/VR
⚫ 臨床医療・医療教育現場での革新的な体

験を開発・提供
⚫ 同社が有する臨床医療・医療教育のネット

ワークを活用し、医療分野への市場アクセス
を加速化

Wacom × IoT
⚫ 同社のIoTデバイスにWacomのPen/Ink技

術を実装し、新たな価値を提供
⚫ IoTデバイス市場への事業展開を加速化

技術資本提携の記載方法を調整将来の成長に向けた投資

（投資実行は2025/5）



売上高：1,100億円（FY2024比 △56.8億円）

営業利益：115億円（FY2024比 ＋12.9億円）
⚫ 売上高：本業の事業収益は増収の見込みだが、米国の関税問題に端を発する円高の進行とサプ

ライチェーンの混乱による影響が大きく、全体では減収の見込み

⚫ 営業利益：ブランド製品事業の事業構造改革による固定費の削減等により、増益の見込み
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連結P/L（億円）
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FY2024 FY2025 増減

売上高 1,156.8 1,100 △56.8

営業利益 102.1 115 12.9

営業利益率 8.8% 10.4% 1.6%

経常利益 103.9 115   11.1

当期純利益 52.2 85 32.8

営業利益のセグメント別内訳（億円）

FY2024 FY2025 増減

テクノロジー
ソリューション 事業

185.0 170 △15.0

ブランド製品事業 △28.8 3 31.8

調整額 △54.1 △58 △3.9

合計 102.1 115 12.9

※ 現時点で判明している事実をベースにした業績予測値

※ 今後発生する新たな事実や為替相場の変動により、業績予想値に
大きな変動が見込まれる場合には速やかに業績予想の修正を行い、
開示する方針

為替相場：１米ドル＝140円業績予想（FY2025計画）※
FY2021 2022年3月期、FY2022 2023年3月期

FY2023 2024年3月期、FY2024 2025年3月期

FY2025 2026年3月期
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0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

増加 減少 合計

営業利益（FY2025計画）

⚫ 米国の関税問題に端を発する円高の進行および価格転嫁が難しい追加関税の負担とサプライチェー
ンの混乱による物流コストの増など、外部要因によるマイナス影響が重荷

⚫ 外部要因によるマイナス影響はあるものの、事業構造改革による固定費の削減や本業の事業収益の
拡大により、全体としてはFY2024比＋12.9億円の115億円となるの見込み
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為替相場：１米ドル＝140円

外部要因

（円高・米国関税影響）

 △30億円

事業構造改革・事業収益の拡大

 ＋46.8億円
（億円）

FY2021 2022年3月期、FY2022 2023年3月期

FY2023 2024年3月期、FY2024 2025年3月期

FY2025 2026年3月期



Chapter 4 
(FY2025 – FY2028)
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Vision/Concept/Story
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Life-long ink

ワコムがお客様に対し、【かくことの体験の旅】を届けるという“約束”

お客様と社会に対して、ワコムの技術に基づく「人間にとって意味ある体験」を

長い長い時間軸で、ご提供し続けていきます

Chapter 4 

【Vision】

. All Rights Reserved. Copyright © 2025 Wacom Co., Ltd.
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「描く」「書く」を極め、その先の「かく」を拓く

. All Rights Reserved. Copyright © 2025 Wacom Co., Ltd.
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Chapter 4 

【Concept】



ワコムの原点は、アニメ・マンガ・デザインなどの「描く」を支えること。
日々の仕事や学びの現場で「書く」を支えることで、更に大きく成長してきました。

Chapter 4では、これらの「描く」「書く」体験をさらに極めていくと同時に、
新しい“広義の「かく」”── たとえば、伝えるための「かく」、つながるための
「かく」、人間の内面を映すための「かく」、そして、よりよく生きるための「かく」等
を探求していきます。新しい「かく」は、筆跡データが各種デジタル技術と結合すること
によって、『誰が、何を、いつ、どんな文脈(状態)でかいているのか』を可視化し、
全く新しい体験の提供が可能になります。

その実現のために、これまで磨き上げてきた各要素技術をさらに高め、統合し、新たな
「かく」ための技術も創出します。また、各コミュニティのユースケースを深く理解/
発掘するべく、ワコム自身がコミュニティの一部として関係性を育み、共に成長していく
姿勢を貫きます。

「創る」「学ぶ＆教える」「はたらく＆楽しむ」「より人間らしく生きる」――4つの
ユースケース・ドメインを意識しながら、単なるプロダクトや技術提供にとどまらず、
「かく」こと全般の『総合的な体験を届ける“道具屋”』へと進化していきます。

財務指標に基づく確かな経済的成長（FY2028 1,500億円の売上、150億円の営業利益）を
目指すと同時に、ユーザー、パートナー、顧客、そしてチームメンバーを含むすべての
コミュニティと共に、測定可能な評価軸のみによらない、持続的で、意味深い成長を探求
していきます。

人間が5万年以上も続けてきた「かく」という意味深い行為を、次の5万年後に繋いでいきます。

Chapter 4 
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21

Chapter 4 

【Story】



戦略の方向性
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. All Rights Reserved. Copyright © 2025 Wacom Co., Ltd.

Wacom Chapter 4 戦略方向性

Life-long ink

究極の「かく」体験を
追求する道具屋

コミュニティと
共に生きる

ユースケース毎の価値提供

持続可能で
意味深い成長を探求

する
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価値の循環マップ
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Wacom Chapter 4 価値提供の循環 map

ソリューション
ポートフォリオ

新しい組織構造コミュニティ/
ユースケース

UX/UI
サービス

技術

ハードウ
エア技術

ソフトウエ
ア/ドライ
バー技術

コア技術

1 234

技術体験
共創の

コミュニ
ティ
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積極投資
分野

積極投資
分野
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創る
Creation

学ぶ/教える
Learning & Teaching

働く/楽しむ
その先へ
Work / Play
& beyond

より人間らしく
生きる

Well-being

Wacom Chapter 4  フォーカスするuse caseドメイン1
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図画工作教室に「デジタル画板」提供
より質の高いCreative教育の実現

. All Rights Reserved. Copyright © 2025 Wacom Co., Ltd.
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Use-case ドメイン 「創る」 1 ユースケース事例 1



デジタル創作における「IP保護」のソリューションを提供 (2D/3D)
Wacom Yuify*サービス (現在ベータ版)

. All Rights Reserved. Copyright © 2025 Wacom Co., Ltd.
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Use-case ドメイン   「創る」 1 ユースケース事例 2 

*マイクロマーク(DID : 分散型ID)を作品の中に埋め込み、
作品と作者を紐づけるサービス
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手書きによる探求学習のサポート ×

知識学習を単なる暗記にとどめず、知識を広げる経験を通し
て、探究する楽しさ体験を提供

探求学習 チエノワ サービス

Photosynthesis

Organic 

substance

Producer

Carbon Dioxide

Food web

Respiration
Fungi

Cell, Plant, Photosynthesis, 

Respiration

Ecosystem

Use-case ドメイン 「学ぶ/教える」 1 ユースケース事例 3
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Handwriting Comments

logデータ付きオンライン会議メモ
による会議効率化

Use-case ドメイン 「働く/楽しむ その先」 1 ユースケース事例 4

Mark Weber

Y. Oyama

S,Kim

R.Choi

Mark Weber

Y. Oyama

S,Kim

R.Choi



極地環境でのコミュニケーション/
操作ソリューション提供

. All Rights Reserved. Copyright © 2025 Wacom Co., Ltd.
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Use-case ドメイン 「働く/楽しむ その先」 1 ユースケース事例 5



デジタルペンで義歯デザイン制作
ソリューション提供

. All Rights Reserved. Copyright © 2025 Wacom Co., Ltd.
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Use-case ドメイン 「より人間らしく生きる well-being」1 ユースケース事例 6



高齢コミュニティでのデジタル絵画学習
によるwell-being提供

. All Rights Reserved. Copyright © 2025 Wacom Co., Ltd.
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Use-case ドメイン 「より人間らしく生きる well-being」1 ユースケース事例 7



メディカル現場でのペンとインク活用
による医療プロセス効率化

. All Rights Reserved. Copyright © 2025 Wacom Co., Ltd.
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Use-case ドメイン 「より人間らしく生きる well-being」1 ユースケース事例 8



認知症等の早期発見ソリューション提供
. All Rights Reserved. Copyright © 2025 Wacom Co., Ltd.
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Use-case ドメイン 「より人間らしく生きる well-being」1 ユースケース事例 9



     Wacom Chapter 4  ユースケースドメインの市場規模 (大きいポテンシャル)

Work-device 
市場(PC/tablet)

CAGR 2.2%
(2025-30)

282 billion US$
(400M unit)

2024

Education
Technology

市場

CAGR 13.3%
(2025-30)

165 billion US$
2024

デジタル
コンテンツ
制作/創作

市場

CAGR 16.3%
(2024-30)

29.4 billion US$
2024

デジタルヘルス
ケア
市場

CAGR 22.2%
(2025-30)

288 billion US$
2024

Gaming
市場

CAGR 8.7%
(2025-30)

298 billion US$
2024

Source : 
Grand View Research/
IDC注) 「働く/楽しむ」の市場事例として、PC/タブレット/ゲーム市場 注) 「Well-being」の市場事例として、デジタルヘルスケア市場

創る

働く/楽しむ/その先に

学ぶ/教える

Well-being より人間らしく

37

1
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Co-creation
Community

技術/体験の
共創

コミュニティ

Wacom Chapter 4 描く・書くを極め、 その先の「かく」を実現する技術2

Core Technology

Pen, Sensor
Integration Tech.

New Core
Technology

Silicon ASIC
Firmware

Software
Apps/Driver

Service 
technology

UX/UI technology

精緻にかきつける基本技術

EMR方式 / AES方式に加えて、

新方式ペン技術を導入予定

インクデータを便利に整理する技術
Data Format/各種手書きアプリ等

インクデータを拡張する技術
各種サービス体験(教育/医療/

仕事支援/リモート等)を実現する

「かく」ことに特化したUX/UI価値を提供

新コア技術をペン体験に統合
(inkデータに特化した深層学習モデル、XR空間
での座標検知, デジタル透かし技術等)

A.I.

Security

XR

各技術要素を統合、「かく」体験を実現する技術革新と共創

. All Rights Reserved. Copyright © 2025 Wacom Co., Ltd.
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       Wacom Chapter 4  共創のコミュニティ : 投資と運営の実例

創る

働く/楽しむ
その先

学ぶ/教える

より人間らしく
生きる

新しい体験をオープンソース
コミュニティで共創

精緻な描画体験と共に、
「創作の証」体験等の共創
(Wacom Yuify / KISEKI Art等)

業務用モニター上でのインク体験等
新しいユースケース開拓
(実装開発の加速化含めて)

IOTデバイス上でのインク体験を共創
(JENESISプラットフォーム上での
Penとインク標準化含めて)

インクを活用した新しい学び方、
新しい教え方を共創

UXデザインの価値をインク体験に
開発実装

共同開発した「インクデータを活用
した深層学習モデル」をベースに
医療、ヘルスケア等の体験を共創

医療ワークフローでのインク体験を
臨床現場で共創

高齢化社会でのwell-being体験の開発
触覚とインク体験の共創

パートナーと共に、体験とコミュニティを共創する。投資額: 120億円(4年間)

. All Rights Reserved. Copyright © 2025 Wacom Co., Ltd.
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医療現場/メディカルワークフローの中で「かく」体験を共創
医療現場のDX化の中で、手術履歴の可視化/トレーニング/情報共有等でワコムの

デジタルインクの活用体験を共創する。
VR手術の中では、VR Penの活用方法を共同開発していく。

   Wacom Chapter 4  成長投資 事例 1  Holoeyes社  医療DXソリューション

. All Rights Reserved. Copyright © 2025 Wacom Co., Ltd.
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       Wacom Chapter 4  成長投資 事例 2   JENESIS社  IOTにインク体験

IOTデバイス上でのインク体験を共創
(JENESISプラットフォーム上でのPenとインク標準化含む)

. All Rights Reserved. Copyright © 2025 Wacom Co., Ltd.
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        Wacom Chapter 4  成長投資 事例 3  PFN社  デジタルインク× A.I.

共同開発した深層学習モデル「絵紋」を医療や教育用途へ展開

. All Rights Reserved. Copyright © 2025 Wacom Co., Ltd.
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Wacom Chapter 4  進化するソリューションポートフォリオ 3

完成品
プロダクト

技術
モジュール

プラット
フォーム
(turn key)

1

2

3

新

① Pro creative体験の更なる進化

② Portable creativeラインナップの拡張

③ ビギナー向け最適化体験の提供(体験と価格)

① 基本ペン技術革新(新方式ペン技術立上げ)

② OEM顧客のエンドユーザー体験に貢献する価値提供

③ 教育ソリューション(ハードウエア+サービス)の横展開

① 半完成品の形で、よりフレキシブルな手書き体験提供

② 描く/書くの先にある新しいuse-caseを開拓

③ ハードウエア+サービスを基本とする価値提供

デジタル
インク

サービス
(共通)

共通ポート
フォリオ

主担当に限定され
ず、各Unitの共通
ポートフォリオと

して活用する

コミュニティに価値提供する三つのポートフォリオ (インクサービスは共通)

. All Rights Reserved. Copyright © 2025 Wacom Co., Ltd.
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Creative Experience
Unit(旧BBG)が主担当

Technology Solution
Unit(旧TSBU)が主担当

Partner & Co-Creation
Unit(新設)が主担当
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Wacom Chapter 4  新しい価値の届け方4

①
Creative

Experience
Unit

(旧BBG)

②
Tech.

Solution
Unit
1&2

(旧TSBU)

③
Partner &

Co-creation
Unit

(新設)

ユースケース
開発

チーム
(各ユニット共通)

共通の
技術基盤

と
ソリューション
ポートフォリオ

コミュニティ

Inking Experience Support Group

② Technology Solution Unit 1&2 (旧TSBU)
主担当use-case「学ぶ＆教える」「働く/楽しむ その先」

③ Partner＆Co-creation Unit (新設)
      主担当use-case「学ぶ&教える」「より人間らしく生きる」

① Creative Experience Unit(旧BBG)
主担当use-case「創る」「学ぶ/教える」

新設を含む3つのUnit*をInking Experience Support Groupに集約。3 unit共通の
ユースケース開発チームも設立。

In
k
in

g
 E

xp
e
ri

e
n

c
e
 S

u
p

p
o
rt

 G
ro

u
p
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*<開示について>
・FY2025は、従来通りのセグメントで開示予定
・FY2026以降は、Partner & Co-Creation unitの売上規模拡大のタイミングを見据え、

use-caseドメインとの組合せで、開示セグメントのアップデートを検討する。

<組織改編の目的>
・広義の「かく」体験提供という共通ミッション及びターゲット設定のため
・柔軟に共通のポートフォリオを扱えるようにするため
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サステイナビリティ・社会との連携・コミュニティ

49All Rights Reserved. Copyright © 2025 Wacom Co., Ltd.



Wacom Chapter 4  サステイナビリティ

コミュニティ、事業成長、サステイナビリティを連結させていく探求

コミュニティと共に
「かく」を追求する

「かく」に関する新しい
体験価値を提供し事業成長

させる

「かく」ことを支えながら
環境負荷を減らす

. All Rights Reserved. Copyright © 2025 Wacom Co., Ltd.
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Wacom Chapter 4  サステイナビリティ 「かく」を支えながら環境負荷低減

2030年までのGHG排出量の削減目標を設定し、SBT短期目標の認定を取得
【新たな削減目標】
• Scope 1・2：2021年から2030年までにGHG排出量を総量で80%削減
• Scope 3：「購入した製品・サービス」によるGHG排出量を2021年から2030年             

までに総量で25%削減

2024年度の気候変動の評価は「B」より1ランク（1段階）アップし「A-」へ
※「A」,「A-」～「D」,「D-」の4ランク8段階で評価

出所：ウェブサイト https://www.wacom.com/ja-jp/eco-initiatives

10月 CO2排出量削減目標 SBT認定を取得

8月 GHG排出量Scope1～3について第三者保証取得

2025年2月 CDPスコアの上昇

製品のエコデザイン
（継続実施中）

持続可能な世界の創出のために、
メーカーとしてできることから製
品の環境配慮を進めています。

詳細はこちらから→
https://www.wacom.com/ja-jp/eco-

initiatives/sustainability

6月 気候変動イニシアティブ（JCI）メッセージに賛同

メッセージ「1.5度目標と整合する野心的な2035年目標を日本政府に求める」に賛同

詳細はこちらから→ https://japanclimate.org/wp/wp-content/uploads/2024/07/JCI-message-2035ndc-attachment2_JP.pdf

ソコテック・サーティフィケーション・ジャパン株式会社より

2024年４月～

. All Rights Reserved. Copyright © 2025 Wacom Co., Ltd.

51

A

A-

B

B-

C

C-

D

D-

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

「A-」獲得
CDPスコア推移



Wacom Chapter 4  Social Engagement  これまでの歩み

. All Rights Reserved. Copyright © 2025 Wacom Co., Ltd.
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Wacom Chapter 4  Social Engagement 小さな物語(灯り)を積み上げていく

. All Rights Reserved. Copyright © 2025 Wacom Co., Ltd.
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Wacom Chapter 4  Social Engagement コミュニティへのサポート

. All Rights Reserved. Copyright © 2025 Wacom Co., Ltd.
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LAの大火事で甚大な被害を被ったハリウッドコミュニティを支援 
(業界団体と共にFund立上げ、寄付、プロダクトサポート等提供)



コミュニティと共に成長する
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20のコミュニティ

25の演目
25の展示

+
Behind Curtain

Wacom Chapter 4  Community 事例 Connected Inkの場合 (2024)

. All Rights Reserved. Copyright © 2025 Wacom Co., Ltd.
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ガバナンスと人財について
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Wacom Chapter 4  ガバナンス

高い独立性 質の高い議論 深いエンゲージメント

社外取締役比率 66%
社外取締役 6名(内女性1名)、
社内取締役 3名

社外取締役が過半数を超える構成
により、透明性・公平性の高い
意思決定体制を構築

高い専門性と多様な
経験/知見を有している。

取締役会全体としても９名という

コンパクトなサイズで、迅速な意思決定
が可能な体制を構築。
各分野における高い専門的知見と視野を
ベースにした質の高い議論を実現

取締役会以外の局面において、執行のキーメ
ンバーや現場のチームメンバーとのコミュニ
ケーションを積極的に展開し、事業内容への
深い理解を構築している。

チームメンバー
との交流による深いエン

ゲージメント構築

高い独立性/専門性、事業に対しての深いエンゲージメントにより強い監督機能を発揮

月毎のタウンホールに
全社外取締役が登場

各社内/外イベントに
社外取締役が出席交流

報酬委員会 / 指名委員会を構成。
指名委員会では、定例会議に加え合宿形式でのサクセッションプラン構築
の集中議論を定期的に実施。次世代CEOのみならず、次世代/次々世代経営
体制の候補者群を直接レビューしている。

. All Rights Reserved. Copyright © 2025 Wacom Co., Ltd.

58



Wacom Chapter 4  ガバナンス  スキルマトリックス

専門性高く、多様な経験/知見が担保されたスキルマトリックスで取締役会を構成

執行経営チーム

主要な事業分野において、執行の責任者を定め、
取締役と共に事業運営に携わっています。

. All Rights Reserved. Copyright © 2025 Wacom Co., Ltd.
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*1 2025年6月の株主総会にて、小島周の取締役就任を議題提案予定

井出 信孝

小峰 明武

小島 周

奥山 晶子

Joohoon Lee

原 英之

鈴木 啓高

Heidi Wang

矢野 幸治
旧ブランド事業の黒字化およびオペレーション再構築。クリエイ

ティブコミュニティとの連携。

EMR技術をベースとした製品開発、新技術開発の推進

AES技術の開発と推進、およびコア技術開発の推進

事業構造改革の推進およびクリエイティブコ

ミュニティとのエンゲージメント

豊富な海外経験と事業連携実績

アートコミュニティ運営実績

公認会計士/海外事業経験

上場企業CFO/大手PEファンド傘下企業CFOと

しての豊富な事業運営経験、米国公認会計士

グローバル企業におけるHRマネジメントおよび

コーポレート事業戦略実装経験

世界最大手IT企業におけるフラグシップ技術製

品開発リードの経験

一貫したAES技術開発リードと顧客実装の経験

数社にわたるITスタートアップ企業経営の経験

グローバル環境における商品企画、インクビジ

ネス開発, use-case開発、パートナー開発の経

ブランド製品事業責任者

職位

代表取締役社長/CEO

取締役

CRO

取締役・CFO

HR責任者

技術開発責任者

EMR

技術開発責任者

Core技術/AES

ソフトウェア技術開発のリードおよびユーザー体験の最大化

サービス事業の構築と実装。海外顧客コミュニティ、パートナー

との関係構築

代表するミッション 特筆すべき経験・知見

技術開発責任者

ソフトウエア/UX・UI

サービス事業責任者

Chapter４中期計画実行の総責任者・ユーズケース開拓

事業から生まれるRevenueの最大化

財務視点を基盤とした事業運営、資本政策の立案と実行、

事業投資案件の推進

人財および組織開発と企業文化の継承



Wacom Chapter 4  人財に関すること

集団ではなく個に向き合い、一人ひとり違う思いや熱意を尊重し、できるかぎりのオーダーメードの人事施策に取り組みます。

時間と場所の制約からの開放 よりよく生きる 実践に勝る学びなし

• 勤務場所を選ばない。職場、自宅、法人
契約しているシェアオフィス、実家、旅先な
ど、働く場所はチームメンバーの都合で決め
ることができます。日によって、自由に選ぶ
ことができます。

• コアタイムなしのスーパーフレックス制
を導入しており、一定の時間内において、勤
務開始時間、終了時間をチームメンバー自ら
決めることができます。

• 多様性を重んじており、採用、評価、昇格、
プロジェクト登用などの決定において、人種、
性別、年齢、国籍、宗教、その他の属人的な
要素が考慮されることはありません。

• 個々の事情に極力配慮した人員配置、雇用形
態、勤務日数や勤務時間の調整を行います。

• 月に２回の産業医面談、チームメンバー、そ

の家族が自由に相談できるサポートサー
ビスを導入し健康を支える体制を作ってい
ます。

• ストレスチェックを年に１度行い、その結果
は必ずマネジメントチームと共有し、必要に
応じてフォローアップを行います。

• 経験値を増やす、実践と失敗から学ぶこと
を大切にし、熱意ある人財を主要プロジェ
クトに活用、その資産をもって事業の中核
を担っています。

• Extended Core（ETC）と呼ばれる商
品企画チーム。商品企画未経験でも情熱と
一定のワコム経験があればリーダーに抜擢
します。

• 喫緊に解決が必要な課題に対してタスク
フォースチーム（TFT）が結成されます。入社

間もないZ世代でも主要メンバーになります。

• 「コネクテッド・インク」イベントに参加

することでコミュニティと共に学び、
成長します。

「かく」ことを支える道具屋として (目指す組織文化）
「人間にとって意味のある体験」を届けるために日々奮闘するワコムのチームメンバー。道具屋自身が自ら解き放たれ、自分
自身に正直に生き、自分史上最高のパフォーマンスでお客様やコミュニティと共創を重ねていく。そんな環境を作ることを大
事にしています。

• 女性管理職比率 (FY2024 グローバル)  : 22.9%
• 男性育児休業取得率（FY2024 日本) : 42%
• 中途採用女性比率 (FY2024 日本) ：29.6%

FY2024 女性活躍推進法および育児・介護休業法に
基づく情報公表項目 (一部抜粋）

. All Rights Reserved. Copyright © 2025 Wacom Co., Ltd.
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Wacom Story Book 続編刊行
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Wacom Chapter 4  Storybook 続編 刊行予定 (「薄い本」) 

企画/制作中 企画/制作中

コミュニティ編
サステイナビ

リティ編
Chapter 4編

People編 ガバナンス編 Use-case編

Chapter 4戦略方針を補足/補完する形で、Storybook続編を刊行予定 (前回刊行:2023年6月)

. All Rights Reserved. Copyright © 2025 Wacom Co., Ltd.
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数値編
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利益創出力を強化するとともに、市場からの評価を高めることにより、企業価値の更なる向上
をめざします。

64All Rights Reserved. Copyright © 2025 Wacom Co., Ltd.

企業価値向上 利益創出力の強化 市場評価の向上×=
事業成長

売上目標 1,500 億円

営業利益目標 150 億円

資本効率性改善
ROE目標 20% 以上

ROIC目標 18％ 以上

将来に向けた投資
R&D+設備投資 620 億円

技術資本提携 120 億円 以上

株主還元強化
総還元性向 50％ 以上

下限22円・累進配当制度導入

サステナビリティ

経営の推進

企業価値向上

に向けて

Wacom Chapter 4

でFY2028までに

達成したいこと

新中期経営計画（Wacom Chapter 4）のポイント
為替相場：１米ドル＝140円



業績目標 Chapter 4 最終年度（FY2028：2029年3月期）

1,156.8
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FY2024 FY2025 FY2026 FY2027 FY2028

売上高 営業利益

売上高 1,500億円（FY2024比＋343.2億円） 

営業利益 150億円（FY2024比＋47.9億円）
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Chapter 4（FY2025-FY2028）（億円） （億円）

為替相場：１米ドル＝140円

FY2021 2022年3月期、FY2022 2023年3月期

FY2023 2024年3月期、FY2024 2025年3月期

FY2025 2026年3月期



1,157

-74
-41

113

195

150 1,500

FY2024 円高影響 米国関税
影響

ブランド製品
事業

TS事業
(既存)

TS事業
(新規)

FY2028

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

増加 減少 合計

25%

75%

FY2024

ブランド製品事業 TS事業（既存）

TS事業（新規）

⚫ ブランド製品事業：事業構造改革完了後の商品ポートフォリオの強化により増収

⚫ テクノロジーソリューション事業：既存事業の安定成長に加えて、新規事業分野（教育・医療・DX
支援等）からの収益貢献が本格化し、成長加速化

66

（億円）
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為替相場：１米ドル＝140円

外部要因

（円高・米国関税影響）

 △115億円

事業成長

＋458億円

27%

63%

10%

FY2028

ブランド製品事業 TS事業（既存）

TS事業（新規）

※ 事業セグメントと新ユースケースドメインとの対比

ブランド製品事業：「創る」「学ぶ/教える」

TS事業（既存）：「日々働く/楽しむ その先へ」「学ぶ/教える」

TS事業（新規）：「より人間らしく生きる」「学ぶ/教える」

売上高
FY2021 2022年3月期、FY2022 2023年3月期

FY2023 2024年3月期、FY2024 2025年3月期

FY2025 2026年3月期

為替相場：１米ドル＝140円
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150

FY2024 円高影響 米国関税
影響

事業構造改革 ブランド製品事業
(ポートフォリオ強化)

TS事業(既存) TS事業(新規) その他 FY2028

0
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120

140

160

180

増加 減少 合計

営業利益

⚫ ブランド製品事業：事業構造改革による固定費の削減や、商品ポートフォリオの強化による増収効
果により、FY2024比＋41億円の増益

⚫ テクノロジーソリューション事業：既存事業の安定成長に加え、新規事業分野（教育・医療・DX支
援等）からの収益貢献により、FY2024比 ＋41億円の増益

67

ブランド製品事業

＋41億円

テクノロジー

ソリューション事業

＋41億円

（億円）

All Rights Reserved. Copyright © 2025 Wacom Co., Ltd.

外部要因

（円高・米国関税影響）

 △30億円

FY2021 2022年3月期、FY2022 2023年3月期

FY2023 2024年3月期、FY2024 2025年3月期

FY2025 2026年3月期

為替相場：１米ドル＝140円

※ 事業セグメントと新ユースケースドメインとの対比

ブランド製品事業：「創る」「学ぶ/教える」

TS事業（既存）：「日々働く/楽しむ その先へ」「学ぶ/教える」

TS事業（新規）：「より人間らしく生きる」「学ぶ/教える」
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18.0%
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27.0%
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11.9%

15.6%
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資本コストを上回る資本効率性を確保

ROE：目標 20%以上

68

※当社では、株主資本コストについて、CAPM推計や市場の期待水準（株式益利回りの水準）を踏まえて 8％～10％程度、
資本コスト（WACC）は 7%～9%程度と推計している。

※CAPMについては、2年週次β（1.3）及び、10年国債利回り、マーケットリスクプレミアム6％程度を考慮。

※ROICは NOPAT/（純資産＋有利子負債）で計算。

All Rights Reserved. Copyright © 2025 Wacom Co., Ltd.

株主資本コスト推計値（8%～10%）
資本コスト推計値（7%～9%）

ROIC：目標 18%以上

FY2021 2022年3月期、FY2022 2023年3月期

FY2023 2024年3月期、FY2024 2025年3月期

FY2025 2026年3月期

為替相場：１米ドル＝140円



資本政策

⚫ Chapter 4の4年間で 940億円のR&D控除前営業キャッシュフローを創出

⚫ R&Dと設備投資：620億円、M&Aを含む技術資本提携：120億円以上

⚫ 株主還元：総還元性向50%以上（累進配当＋機動的な自己株式の取得）

69

営業CF

（R&D控除前）

940億円

R&D+設備投資

620億円

技術資本提携

120億円以上

株主還元

総還元性向 50%以上

⚫ R&Dは年間95～100億円程度

⚫ 設備投資は主に製品金型

⚫ 配当は年間 22円を下限とする累
進配当＋機動的な自己株式の取
得を実施

All Rights Reserved. Copyright © 2025 Wacom Co., Ltd.

＋

借入の活用 ※
※ 借入の活用に際しては、財務の健全性を

維持するため、①自己資本比率 45%-55%、
②必要最低手元資金 200億円の維持（月
商2か月程度）を原則とする。

キャッシュフロー創出 キャッシュアロケーション

⚫ 技術資本提携の進捗状況や株価
水準を踏まえて追加的な株主還
元への活用も検討

FY2021 2022年3月期、FY2022 2023年3月期

FY2023 2024年3月期、FY2024 2025年3月期

FY2025 2026年3月期

為替相場：１米ドル＝140円



⚫ R&D＋設備投資：4年間の総額で 620億円

⚫ M&Aを含む技術資本提携：4年間の総額で 120億円以上

70

R&D+設備投資 4年間総額

620億円

技術資本提携 4年間総額

120億円以上

▷ ターゲット分野等

⚫ 新規事業分野への事業展開の加速化

（特に教育・医療・DX支援に重点投資）

⚫ 既存事業の基盤強化

（技術開発の加速化）

▷ 投資目的

⚫ 新たな技術要素の獲得や販路の獲得、マーケ
ティングの強化など

（億円）
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R&D 設備投資

成長のための投資
FY2021 2022年3月期、FY2022 2023年3月期

FY2023 2024年3月期、FY2024 2025年3月期

FY2025 2026年3月期

為替相場：１米ドル＝140円



20 20 20 
22 22 

FY2021 FY2022 FY2023 FY2024 FY2025 FY2026 FY2027 FY2028

一株当たり年間配当金（DPS）

総還元性向：50%以上（累進配当＋機動的な自己株式の取得）

⚫ 安定的かつ継続的な配当：年間 22円を下限とした累進配当

✓ 配当頻度：これまで年1回だった配当を年2回（中間期と期末）に分割して実施（※）

※ 配当受領機会を増やすことが目的（年間配当の総額は変更なし）

⚫ 自己株式の取得：投資機会、資本効率、株価水準等を総合的に勘案して機動的に実施

71

年間 22円を下限とした累進配当

All Rights Reserved. Copyright © 2025 Wacom Co., Ltd.

Chapter 4（FY2025-FY2028）

株主還元
FY2021 2022年3月期、FY2022 2023年3月期

FY2023 2024年3月期、FY2024 2025年3月期

FY2025 2026年3月期

為替相場：１米ドル＝140円



「描く」「書く」を極め、その先の「かく」を拓く

. All Rights Reserved. Copyright © 2025 Wacom Co., Ltd.
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Chapter 4 

【Concept】
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本資料のお取り扱い上の注意点

本資料に含まれる将来の見通しに関する記述は、現時点における
情報に基づき判断したものであり、マクロ経済や当社の関連する
業界動向、新たな技術の進展などにより変動する事がありえます。
従いまして、実際の業績などが本資料に記載されている将来の
見通しに関する記述と異なるリスクや不確実性がありますことを
ご了承ください。

株式会社ワコム

〒160-6131 東京都新宿区西新宿8丁目17番1号 住友不動産新宿グランドタワー31階

https://investors.wacom.com/ja-jp/

本資料に記載の会社名、製品名などの固有名詞は各所有者の商標あるいは登録商標です。
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